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文部科学省、宇宙航空研究開発機構文部科学省、宇宙航空研究開発機構(JAXA)(JAXA)の対応の対応

・文部科学省内に「H-ⅡＡロケット６号機対策本部」を設置。
(１１月２９日（土）設置 本部長：稲葉文部科学副大臣)
・宇宙開発委員会は、１１月２９日（土）に臨時会議を開催。

翌３０日(日)及び１２月９日（火）に調査部会において調査審議を実施。
・宇宙航空研究開発機構(JAXA)は、内部に事故対策本部を設置。

(１１月２９日（土）設置 本部長：山之内理事長)
１１月２９日、３０日、１２月２日、８日及び１２日に事故対策本部会議を開催。

打上げ結果概要打上げ結果概要

打上げ結果概要打上げ結果概要

平成１５年１１月２９日(土)１３時３３分、情報収集衛星２号機を搭載し

たＨ－IIＡロケット６号機を打上げたが、２本の固体ロケットブースタ

（ＳＲＢ－Ａ）のうち、１本が分離に失敗。

そのままでは、衛星の軌道投入に必要な高度および速度が不足し、

軌道投入は不可能となったことから、１３時４３分５３秒頃（打上げ後

約１０分５３秒頃）に指令破壊信号をロケットに送信した。

ロケットは太平洋上に落下したものと推定される。
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打上げ結果概要打上げ結果概要

－１０分 ５３秒指令破壊コマンド送信

６分 ４２秒６分 ４６秒第２段エンジン点火

６分 ３６秒６分 ４０秒第１／２段分離

６分 ２８秒６分 ３３秒第１段エンジン燃焼停止

４分 １０秒４分 ４６秒上部衛星フェアリング分離

２分 ２４秒２分 ２４秒ＳＳＢ第２ペア分離

２分 １５秒２分 １４秒ＳＳＢ第２ペア燃焼終了

１分 ４７秒１分 ４８秒ＳＳＢ第１ペア分離

(*２)１分 ４６秒１分 ４７秒

(*１)１分 ４５秒１分 ４５秒ＳＲＢ－Ａ分離
（２本中１本は未分離）

１分 ３９秒１分 ３８秒ＳＲＢ－Ａ燃焼終了

１分 １６秒１分 １６秒ＳＳＢ第２ペア点火

１分 ９秒１分 ８秒ＳＳＢ第１ペア燃焼終了

１０秒１０秒ＳＳＢ第１ペア点火

０秒０秒
ＳＲＢ－Ａ点火
リフトオフ（１３時３３分）

備考計画値実測値主なイベント

(*１)固体ロケットブースタ前方／後方ブレス分離時刻
(*２)固体ロケットブースタスラスト・ストラット分離信号送出時刻

打上げ主要イベント打上げ主要イベント

SRB-A点火
リフトオフ

SRB-A分離

SSB第１ペア分離

衛星Ａ分離 下部衛星
フェアリング分離

衛星Ｂ分離

SSB第２ペア分離

第１段・第２段分離

第２段エンジン点火

上部衛星フェアリング分離

指令破壊コマンド送信

右側SRB-A未分離

実施されず

第２段エンジン
燃焼停止

第１段エンジン燃焼
停止
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フライト結果□

打上げ前最終予測値△

SRB-A分離（スラスト・ストラット切断）

上部フェアリング分離

主エンジン燃焼終了

第2段エンジン
燃焼開始

第１／２段
分離

Ｈ－ＩＩＡロケット６号機の飛行状況Ｈ－ＩＩＡロケット６号機の飛行状況

SRB-A１本が分離できず

SRB-A未分離により飛行中
の増速量が大幅に低下
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原因究明状況原因究明状況

正常に分離

作動しなかった分離
機構への導爆線

固体ロケットブースター

ノズル

作動しなかった分離機構

①この部分の温度が異常に上昇
②この部分にある機器及びここを通る信号
に次々と異常が発生

③作動しなかった分離機構への導爆線も
ここを通っている

ノズル近傍の温度データ上昇
その後、出力下限値

■SRB-A関連異常事象の発生フロー

ノズル部の歪データゼロ出力

ノズル駆動用アクチュエータ
電源電圧ゼロ出力

燃焼圧力データの出力下限値

電力分配装置系データの異常

リフトオフ後
秒時

約６２秒

約７０秒

SRB-A分離失敗約１０７秒
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原因究明状況原因究明状況
■SRB-A下部の異常発生フロー
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●ノズル温度の出力
62.2秒：徐々に上昇（実現象と推定)
62.9秒：急激な上昇に転じ、上限値に到

達(実現象か信号線損傷か判定
困難)

64.2秒：下限値に低下(信号線損傷と推
定)。その後、ノイズ成分あり。

●防熱カバー温度
63.0秒：徐々に上昇（実現象と推定)
63.5秒：一時的に下限値まで低下するが

その後継続上昇
64.7秒：下限値に低下(信号線損傷と推

定)。その後、ノイズ成分あ り。

●ノズル部の歪データ
63.7秒：下限値に低下 (信号線損傷と推

定) 。その後ノイズあり。

●ノズル温度
64.7秒：下限値に低下(信号線損傷と推

定)。その後ノイズあり。

１

２

３

４
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機体搭載カメラ画像データ機体搭載カメラ画像データ

打上げ後約108秒
SSB#1分離

打上げ後106秒
SRB-A分離

６号機 取得画像５号機 取得画像

右側
６号機ではSSB＃１より先に分離されるはずのSRB-Aが1段機体についたままとなっている。

SSB#1
SSB#2

打上げ後約106秒
SRB-A分離

６号機 取得画像５号機 取得画像

SSB#1

SSB#2

左側
６号機と５号機で有意差がない。

SRB-A

１段機体
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これまでに確認された事項これまでに確認された事項

●リフトオフ時から指令破壊までの飛行状況において、右
側の固体ロケットブースタを除き、各系の機能・性能が良
好であったことを確認。

●右側の固体ロケットブースタにおいては、リフトオフ後約
６２秒付近からノズル近傍の温度が上昇。その後、各機器
にも異常が発生したことを確認。

●これらを踏まえ、今回の打上げ失敗の原因は固体ロケッ
トブースタのノズル近傍に発生した何らかの問題によるも
のと推定している。
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今後の予定今後の予定

●宇宙開発委員会の調査部会において固体ロケットブー
スタを中心として原因究明を行う。

●原因究明状況を踏まえ、万全な対策処置を施した上で、
Ｈ－ＩＩAの確実な打上げを目指す。
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Ｈ－ＩＩＡロケット概要Ｈ－ＩＩＡロケット概要

■開発の目的
２１世紀における人工衛星の打上げ・宇宙ステーションへ

の補給等の多様なミッション需要に信頼性を確保しつつ低コ
ストで対応することを目的とし、以下を実施
○大幅な設計の簡素化による信頼性の向上及び
作業効率の向上
○さまざまな衛星の打上げへの対応
○大幅な打上げコスト低減

5.0ton4.5ton4.1ton静止トランスファ
軌道投入能力

20242022202機体識別名称

参考１

■Ｈ－ＩＩＡロケット
ラインナップ

Ｈ－ＩＩＡロケット６号機

第２段
液体酸素タンク

第 ２ 段 エ ン ジ ン
（LE-5B）

第１段
液体酸素タンク

第１段
液体水素タンク

固体ﾛｹｯﾄﾌﾞｰｽﾀ
（SRB-A）

固体補助ロケット
（SSB）

第１段エンジン
（LE-7A）

第２段
液体水素タンク

全長
57ｍ

15ｍ

衛星フェアリング
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固体ロケットブースタ固体ロケットブースタ(SRB(SRB--AA）分離機構概念図）分離機構概念図

②後方ブレス切断

②前方ブレス切断 ③スラストストラット切断

①分離モータ点火

【分離モータ点火／ブレス切断時】 【スラストストラット切断時】 【ＳＲＢ－Ａ分離完了時】

１．４秒③スラストストラット切断

０秒②前方／後方ブレス分離

－０．１秒①分離モータ点火

時間差イベント

参考２
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固体ロケットブースタ固体ロケットブースタ(SRB(SRB--A)A)分離用火工品フロー図分離用火工品フロー図

圧力センサ

前方 / 後
方分岐

１段中央部

１段エンジン部

Ｒ側ＳＲＢ－Ａ

分離モータ

分離ナット

（後方ブレス分離）

分離ナット

（前方ブレス分離）

爆破線

（ストラット分離）

：電気信号

：爆発エネルギ

後部アダプタ内

ＳＡＤ
（起爆装置）

ＳＡＤ
（起爆装置）

ＳＡＤ
（起爆装置）

分岐

分岐
Ｌ側ＳＲＢ－Ａ

ＧＣＣ１（誘導計算機）／
ＳＤＢ１（シーケンス分配管）

Ｌ側圧力
センサより

参考３



１９９３年～２００３年１１月

デルタⅠ,Ⅱ,Ⅲ
（米国）

ｱﾄﾗｽ
（米国）

長征1,2,3,4
（中国）

プロトン（ロシア）

ｱﾘｱﾝⅠ，Ⅱ， Ⅲ，
Ⅳ，Ⅴ
（欧州）

タイタンⅡ,Ⅲ,Ⅳ
（米国）

N-Ｉ,Ⅱ
H-Ｉ,Ⅱ,ⅡA
(NASDA/日本)

１９９３
（Ｈ５）

１９９４
（Ｈ６）

１９９５
（Ｈ７）

１９９６
（Ｈ８）

１９９７
（Ｈ９）

１９９８
（Ｈ１０）

１９９９
（Ｈ１１）

×× × × ×

×××

× × ××

× ×

×

××

× ×

×

×

× ×

２０００
（Ｈ１２）

２００１
（Ｈ１３）

２００２
（Ｈ１４）

２００３
（Ｈ１５）

× ×

×

×

２６４／２９８（８８．
６％）１９６５年～

６６／７４（８９．１％）
１９７０年～

１９６／２１６（９０．７％）
１９６４年～

２８４／３０１（９４．４％）
１９６０年～

２８１／３２２（８７．３％）
１９６０年～

１５０／１６１（９３．２％）
１９６８年～

３３／３７（８９．２％）
１９７５年～

成功数／打上げ回数
（打上げ成功率）

××

１９６０
（Ｓ３５）

１９６１
（Ｓ３６）

１９６２
（Ｓ３７）

１９６３
（Ｓ３８）

１９６４
（Ｓ３９）

１９６５
（Ｓ４０）

１９６６
（Ｓ４１）

１９６７
（Ｓ４２）

１９６８
（Ｓ４３）

１９６９
（Ｓ４４）

１９７０
（Ｓ４５）

１９７１
（Ｓ４６）

１９７２
（Ｓ４７）

×× ×× ×

× × ××

××× ××××××

× × × ×

× ×

× × × × × ×× ××××××××××× × ×× ×× ×× ×

×

×

××× ×
* * * **ESAの前身

ELDO のロケッ
ト（Europa）

デルタ
Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ
（米国）

タイタン
Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
（米国）

アリアン
Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
,Ⅴ
（ESA/欧州）

アトラ
ス

（米国）

長征
1,2,3,4
（中国）

プロトン

（ロシア）

N-Ｉ,Ⅱ
H-Ｉ,Ⅱ,ⅡA
(NASDA
/日本）

１９７３
（Ｓ４８）

１９７４
（Ｓ４９）

１９７５
（Ｓ５０）

１９７６
（Ｓ５１）

１９７７
（Ｓ５２）

１９７８
（Ｓ５３）

１９７９
（Ｓ５４）

１９８０
（Ｓ５５）

１９８１
（Ｓ５６）

１９８２
（Ｓ５７）

１９８３
（Ｓ５８）

１９８４
（Ｓ５９）

１９８５
（Ｓ６０）

１９８６
（Ｓ６１）

× × × ×

× × ×× ×

×× × × × ×

× ×××× ×× ×

×

×× ××× × ×

×

×

１９８７
（Ｓ６２）

１９８８
（Ｓ６３）

１９８９
（Ｈ１）

１９９０
（Ｈ２）

１９９１
（Ｈ３）

１９９２
（Ｈ４）

×××××

× ×

× ×

×× ×

×

世界の主要ロケットの「打上げ」と「失 敗」状況 資料16-1（別添参考）（２００３年１１月まで）× 打上げ失敗

×



世界の宇宙機関の予算の比較
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日本 米国 欧州

○日本のJAXA予算は、米国NASAの１／８、欧州の１／３

単位：億円

＊１　米国及び欧州の
　　予算については、１
　　９９９年度予算を１９
　　９９年の為替レートで
　　変換。日本について
　　は２００３年度予算。

＊２　欧州のＣＮＥＳ、Ｄ
　　ＬＲ、ＡＳＩ、ＢＮＳＣの
　　予算額は、ＥＳＡに
　　対する拠出金を除い
　　た額。

DoD
15,038億円

NASA
14,191億円

JAXA
1,851億円

その他
994億円

ESA
3,219億円

CNES
1,673億円

BNSC
124億円

DLR
233億円

ASI
452億円

ＪＡＸＡ  ：宇宙航空研究開発機構

ＮＡＳＡ ：航空宇宙局（米国）
ＤｏＤ   ：国防総省（米国）

ＥＳＡ   ：欧州宇宙機関
ＣＮＥＳ：仏国立宇宙センター
ＤＬＲ   ：独航空宇宙センター
ＡＳＩ　　：伊宇宙機関
ＢＮＳＣ：英国国立宇宙センター



世界の宇宙機関の人員の比較
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○日本のJAXA人員は、米国NASAの１／１３、欧州の１／４

単位：人

JAXA
1,783人

DoD
約22,600人

NASA
約23,000人

約7,000人

＊  　NASAの人員数は１９９９
　　年度、ＤｏＤの人員数は２０
　　００年度。

＊　　欧州の人員数について
　　は、１９９８～２００１年度の
　　公表値を基に推計。日本の
　　人員数は２００３年度。

ＪＡＸＡ  ：宇宙航空研究開発機構

ＮＡＳＡ ：航空宇宙局（米国）
ＤｏＤ   ：国防総省（米国）

ＥＳＡ   ：欧州宇宙機関
ＣＮＥＳ：仏国立宇宙センター
ＤＬＲ   ：独航空宇宙センター
ＡＳＩ　　：伊宇宙機関
ＢＮＳＣ：英国国立宇宙センター


